
  

   第６７回  仏教公開講座 
 

  

生きるって どういうこと  
 
 

真宗大谷派岐阜教区・岐阜別院   

 

 

 

  日  時  ２０１０年１月２０日（水）午後６時３０分～８時３０分 

 講  師  武田 定光氏（東京教区因速寺住職） 

  講  題  『問いの中に答えあり』 

  日  程   午後６時３０分  真宗宗歌・正信偈（同朋奉讃式） 

                   ６時４５分  講 義 

                   ８時１５分  質問の時間 

                   ８時３０分  恩徳讃・閉会 

 

 

 

 

講師紹介 

     武田 定光氏（たけだ じょうこう） 

１９５４年生。東京生まれ。大谷大学大学院真宗学博士課程修了。元東本願寺教学研

究所嘱託研究員。元親鸞仏教センター嘱託研究員。東京教区教学館主幹。真宗大谷派

因速寺住職。 

著書：『新しい親鸞』（雲母書房）、『歎異抄の深淵－師訓篇－』（同）、『歎異抄

の深淵－異義篇－』（同）、[※以上は会場で頒布いたしております。] 

『現代語歎異抄』編（朝日新聞社）など  

 

 

いつでも・どこからでも聞ける〝テレホン法話〟お電話ください。℡058-265-0033 

先生からのメッセージ 

ひとは、その人にしか解けない問いを抱えています。切実な、そして避けて通ることのできない

問いは、向こうから突きつけられてきます。文学者カミュは「人生が生きるに値するか否かを判

断する、これが哲学の根本問題に答えること」だと語ります。人間が意識するとしないとに関わ

らず、こころの奥底で問うているのはこのことに違いないのです。 


